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1.緒 言(1)
神 奈川 大学 で の ケナ フの栽 培 も、ここで満7年 目を迎 えた 。
「1994年 度 総 合 理 学 研究 所 プ ロジ ェ ク ト研 究 報 告A-2」"に
よ る と、1994年 度 は3年 目の 連作 と あ り、表1に 示 す よ う
に 、これ は1992年 度 か らの キ ャ ンパス 内 の 農 地 で の栽 培 で
あ る 。1995年 度 か ら本 年3月(1998年 度)ま で の4年 間 は 、
新 館 増 設 時 の余 剰 土 壌 堆 積 地 で の 連 作 で あ る 。1996年 度
は 、畑栽 培 と同時 に 、温 室 にお い て水 耕 栽培 を行 い21、一 方 、
キ ャ ンパ ス の畑 とは 別 に 、 宮 崎県 熊 本 営 林 所 と協 力 して 森
林 伐採 地 で の ケナ フ栽 培 を検 討 した 。次 いで 、1997年 度 に
は 温 室 で ベ トナム 種 の栽 培 を行 っ た 。 ケ ナ フ の種 類 と して
は 、毎 年必 ず 中国産 ケナ フ ・青皮3号 を ま き、そ の 他 、青 皮
1号 ・2号 及 び アメ リカ産 ケナ フ(EG41・EG71)、 ベ トナ
ム 産 ケナ フ、イ ン ド産 ケ ナ フ、タ イ産 ケナ フ(NonSoon2・
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2.ケ ナ フ栽培 の実際
神 奈 川 大 学 で ケ ナ フ栽 培 した 今 ま で の 経 緯 と 状 況 を 表1
に ま と め た 。 栽 培 に使 用 し た 種 子 は 、 ア メ リカ 産 ケ ナ フ
Everglades41(EG41)とEverglades71(EG71)・ 中国 産
ケ ナ フ 青 皮1号(433)(早 く大 き く育 ち 花 を 多 く咲 か せ る
が 、炭 疽 病 に 弱 く、繊 維 は短 い)、 青 皮2号(8310)(漸 江
省 農 業 科 学 院 で 開 発 した 新 品 種 、花 は 少 な い が 干 ば つ に強
い)、 青 皮3号('63～'64年 に ベ トナ ムか ら輸 入 し、中 国で
改 良 し た 品種 、青 皮3号 は長 い 年 月 の 間 に い くつ か の種 類 に
別 れて い る)、 タイ 産 ケ ナ フ3種:NonSoon2、KaewYai,
KhonKaen60、 ベ トナ ム 産 ケ ナ フ お よ び イ ン ド産 ケ ナ フ
(サ カ タ の種 子)の10種 と神 大 で 改 良 した'95青 皮3号 改 良
種 を加 え た11種 で あ る 。 青皮3号 は 漸 江 省産 と湖 南 省 産 の
2種 類 が あ る 。
1992年 か ら1994年 ま で の3年 間 は 、 同 じ農 地 で の 連 作
で あ り、そ れ 以 後 の1995年 か ら1998年 は 、新 館 増 設 の 際
の土 壌 堆 積 地 で の 連 作 で あ る 。1995年 の 青皮3号 の 種 子 を
1996年 に まき 、さ らに同 じ種 子 を1998年 に 平 塚 市 の畑(休
耕 田)に 併 用 した 。1996年 に は 、ほ とん どの 種 子 が 発 芽 し
たが 、1998年 の 発芽 率 は60%で あ っ た 。 しか し、 発 芽 し
た もの の 生 長 は良 く茎 も太 か っ た 。 この 結 果 か ら、 適 当な
種 子 取 りが 出来 れ ば 、日本 産 と して 改 良 出 来 る と思 わ れ る 。
ア メ リ力 産 のEG41とEG71に は 、見 掛 け 上 、差 が な く、
の ち1998年 に ま い たイ ン ド産 と類似 して い た 。同 じ く中 国
産 の青 皮1号 、2号 お よ び3号 の あ い だ に も そ れ 程 大 き な差
は見 られ ず 、比 較 的 青 皮3号 は 、大 きな ケナ フ とな り、茎 に
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KhonKaen60の うち、KhonKaen60は 、他の2種 と異な
り、生長から青皮に近い形態を示 し、花も同じようであっ
たが、あまり大きくな らなかった。化学成分(パ ラフィン
組成と3種 のステ ロール:β 一シ トステロール、カンペステ
ロール、およびスチグマステロール)に よる研究では、青



















































勢原の畑は良い種子(ほ ぼ100%発 芽)が 収穫できた。
3.ケ ナ フの生長観察 と多様性













これを 「花 と緑社」に依頼して保護 し続けたようであ
る 。1月 末 の展 示会 で の出展 も終 わ った ケナ フ2本(1本
は太 く、1本 は細 い)が 再 び研 究室 に戻 った 。そ の ま ま、
水 をや り続 け た 。花 も2,3度 咲 き 変 わ った 。 小 さな 黄
色 い花 で あ った 。数 日 、水 を切 ら した時 もあ った が ど う
にか 生 き続 け てい る ら し く、確 か に4月 下 旬 まで は 、し
っか りして いた 。そ の 後 上 の 方 が少 し枯 れ て きた が、ま
だ 、1mぐ らい まで は 、茎 が し っか り した もの で あっ た 。
ほ とん ど11ヶ 月 間 生 育 して い る 。4月28日(火)、 畑
で本 年 度(平 成10年)の ケ ナ フの 最 初 の 種 ま き を行 っ
た 際 、 この1本 を土 に お ろ した 。 茎 は まだ 少 し青 か っ
た 。茎 の根 元 は約4.7cm、 周 囲 は ほ ぼ13。2cmで あ った 。
(2)1997年10月 に 、畑 か ら取 り出 した 数 本 の ケナ フを根 ご
と水 槽 に入 れ 、そ の ま ま軒 下 に 置 い てみ た 。 この 条件 で
も生 育 し、下 の葉 を落 と して 、上 の 方 で新 しい 小 さな葉
を 出 し、小 さ な黄 色 い 花 を咲 か せ 、ほ とん ど2ヶ 月間 、
生育 して い る ことが 分 か っ た 。軒 下 な ので 、寒 さ に耐 え
られ ず 、や が て枯 れ始 め た 。
(3)ケ ナ フ の水 耕 栽培 の報 告2,で ケナ フがpH4.5(酸 性)で
よ く生 育 す る こと を述 べ た 。そ の際 に 、それ ぞ れ の根 の
有様 を示 し、酸 性で は根 が細 根 の大 きな かた ま りとな っ
て いて 、アル カ り性 で はそ れ が 小 さ い こと を説 明 した そ
の とき 、鉢 植 えで は水 耕 栽 培 程細 くな い根 が幾 筋 もそ ろ
っ て 鉢 の中 を め ぐ り、底 の水 は けの穴 か らでて 外 へ は い
出 して根 付 くこ とを 目 撃 した 。 キ ャンパ ス の畑 は 、石 が
多 く下が 固 い ので 、根 は、そ の 間 を く ぐ り幾 つ か に分 か
れ て そ れ ぞ れ 太 く
な り、 そ の 先端 に
盛んに土を求める根
細 根 をつ け る こ と
も確 認 した 。一 方 、
や わ らか い 土 壌 で
は、水はけのあるとこ
ろ ま で 根 が 長 く伸
び て 、 太 根 を分 け
ないことが分かった 。
(4)ケ ナ フの 茎 は、概 して 丈夫 で あ り、少 し ぐらい の風 で は
折 れ る こ とは な い 。著 者 ら の 畑 で は 一 度 も支 柱 を 立 て
た ことは な く、台風 が き て もそ の ま まに した 。 台風 で 根
が 曲 が って も上へ 伸 び る 。上 層 部 が重 い ので 、根元 か ら
曲 が る と い うよ り、根 を土 か ら出 して しま う 。 この根 は
枯 れ る ことな く青 くな り、土 を求 めて いる様 子 が 目撃 で
き る 。 ま る で ケ ナ フ の 生 命 力 を 示 して る よ うで あ る 。
環 境 に 対応 して 生 き る 力強 い 植 物 で あ る こ とが 良 く分
か る 一 面 と いえ る 。(以 下次 号(2)へ 続 く)
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